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ル
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花見、いいです。朝は花を見に行きたいです。
５月の休みに行こうかなと思います。
みんなで楽しみです。

右田 磨子

ひとりぼっちの障害者をなくそう！ ②

１９９５年８月１０日第三種郵便物認可（毎週一回水曜発行）
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芝
実
習
所
移
転
の
お
知
ら
せ

芝
実
習
所
移
転
の
お
知
ら
せ

芝
実
習
所
メ
ン
バ
ー
で
、

最
後
に
パ
チ
リ

二
○
○
一

年（

平
成
十
三
年
）
よ
り
開
所

し
、
皆
様
に
支
え
ら
れ
て
き
た
風
の
子
会

・

芝
実
習
所
で
す
が
、
こ
の
度
諸
般
の
事

情
に
よ
り
、
移
転
し
ま
し
た
。
四
月
二
十

二
日
（

日
）
～
二
十
三
日
（

月
）
に
移
転

作
業
を
行
い
、
二
十
四
日
（

火
）
よ
り
、

風
の
子
会
・

高
浜
実
習
所
の
隣
、
元
芝
浦

港
南
実

学
童
ク
ラ
ブ
の
部
屋
に
移
転
し
、

と
し
て
活
動
を
再
開
し
ま
し
た
。

習
所様

々
な
解
決
を
要
す
る
案
件
が
あ
っ

た

為
、
皆
様
へ
の
ご
報
告
が
遅
れ
た
こ
と
を

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

慣
れ
親
し
ん
だ
芝
実
習
所
か
ら
離
れ
る

の
は
少
し
寂
し
い
で
す
が
、
両
作
業
所
の

距
離
が
縮
ま
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
パ

ワ
ー
ア
ッ

プ
し
た
活
動
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
支
援
・

ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
来
月
号
で
は
メ
ン
バ
ー
か
ら
の
報
告

・

感
想
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。



③ ひとりぼっちの障害者をなくそう！

１９９５年８月１０日第三種郵便物認可（毎週一回水曜発行）

２００７年６月３日発行ＳＳＫＳ増刊通巻第３９２４号 風の子便り

（旧称・共同作業所全国連絡会）きょうされん

第３０次国会請願署名と募金の最終報告

皆様にお願いしました 国会請願署名と募金ですが、４月末をもって締めきょうされんの

切らせていただきました。多くの方のご協力により、沢山の署名と募金を頂き誠にありが

とうございました。今回の署名数と募金額の最終報告をいたします。

署名数・・・６４８筆

募金額・・・１２万２２２円

※５月７日最終

署名及び募金は担当者より、きょうされんへ送付・募金したことも合わせてご報告いたし

ます。

送金した募金額は総額の７割、８万４千円となります。そのうち５割はきょうされん本

部、２割はきょうされん東京支部の活動資金となります。残り３割は風の子会の運営資金

として大切に使わせていただきます。

自立支援法が施行されて一年あまり、障害者の就労の促進や障害の一元化には道を開き

ました。しかし経過措置があるとしても、定率一割の応益負担は、本人だけではなく家族

の収入まで見、生活の権利として最低限必要な介護さえサービスの受益者として利用料を

支払わなくてはならない、自分たちの働く場として作り上げてきた作業所に通うにも僅か

な給料よりも高い利用料を支払わなくてはなりません。 また働く場、交流の場、生活の

場として様々な形で様々な障害に合わせて全国に広がり、少ない補助金で活動してきた小

規模作業所が、そうした応益負担を基礎に置いた自立支援法による法内施設に移行しない

といけない状況に追い込まれています。

自分たちの作り上げてきたものに利用料を支払わなくてはならない、さらには自立支援

法による事業、就労支援や生活介護など、移行した事業によっては利用者としての基準を

満たせず、今まで通っていた作業所に通えなくなるかもしれません。

このような根本的な問題はまったく解決していません。これからも、自立支援法の改正

に向けて活動していきますのでご協力よろしくお願いいたします。

署名担当 丸岡秀明・矢代奈津三



虫

め

が

ね

恋
愛
に
つ
い
て
③

先日買いました 『日本のいちばん長い日』 と言う、４０年前に作られた、東宝映画、
創立３５周年記念映画で、事実を忠実に描いた、劇映画ではありますが、この映画のビデ
オを、見て、昭和２０年８月１４日の正午～１５日の正午の天皇陛下の玉音放送までの、２４時

、 （ ） 、 、 、 、間の内に 宮城 今の皇居 首相官邸 近衛師団司令部 陸軍省 近衛歩兵第二連隊
、 、 、 、東京放送局等を 巻き込む あくまでも本土決戦を主張する 近衛師団の若き参謀たちが

恐るべき陰謀を実行に移る事が、事前に東部軍司令官に解り、事なきに終わり、無事に陛
下の玉音放送が、日本中に流され、平和時に終戦を迎えたのであった。私は、このビデオ
を見る前は、日本は、すんなりと、良くおとなしく無条件に降伏したもんと思いこんでいまし
たが、本当は、そうではなかった。

和栗 顕太郎

僕は一番最初に恋をしたのは幼稚園の先生でした。

今でも、その幼稚園の先生とは今でも少数ですが、親交

があります。ちなみにその頃、好きな先生は複数いまし

たが、なんの共通点もありません。まあしいていえば僕

はその当時から、体格の良い、ふっくらした人が好みだ

ったところくらいです。僕の恋がはじまったのは、養護

学校に入学してからのことでした。ちなみに今文章にあ

、 、げた方々とは 今でも少人数ですがなんらかのかたちで

親交があります。それで、またしばらくしてから、大田

区にある「東京都立城南養護学校」に入学しました。そ

れでそこからまた、新しい恋がはじまります。ここで余

談ですが、もう皆さんもご存知の通り、僕が好意持つ人

、 、 、 。は そのほとんどが 幼稚園の先生や 学校の先生です

、 。しかし中には僕と同じ立場 同じ学校の生徒も居ました

それから先も、色々な場所で恋をするわけですが、あま

りにも多すぎるので、省略します。はっきり言って僕の

好きな女性のタイプは、わけへだてなく、優しい人が好

。 、 、きです 良く言われているのが まわりはどうでもいい

、 、自分だけに 優しくしてくれる人がいいと言われますが

僕はそれでは、満足しません。僕が好きになる女性は、

誰に対してでも、万人に対して、男性、女性に関わらず

全ての人間に対して優しい人が好きです。よく「人は見

かけによらない」と言いますが、自分の判断だけで他の

人を勝手に判断してしまうような人は僕はあまり好きで

はありません。見かけだけで人を判断してほしくないと

いうことです。

天海 隆一

④ひとりぼっちの障害者をなくそう！

１９９５年８月１０日第三種郵便物認可（毎週一回水曜発行）

２００７年６月３日発行ＳＳＫＳ増刊通巻第３９２４号 風の子便り



次
回
か
ら
の
テ
ー
マ
は
、

と
な
り
ま
す
。

「
変
わ
っ
た
夢
の
話
」

お
楽
し
み
に
！

今回は、恋愛がテーマだそうなので私の恋愛観をお話しします。私は、恋愛と一言

でいわれますが、別々に考えた方が良いと思います。 は未来ある男女がするものの恋

イメージがありますが、 は、大きなもので包むイメージがあります。例えば家族愛愛

・地域愛などです。つまり愛があって恋が生まれるのだと考えます。

愛＞恋等式で書くと

三木 直人

人に好かれることや友達を作ることはすごく大切なことだと思う。

でも本当の自分を押し殺してまでして「人から好かれる」ことは大切かな？

表の自分をはりつけたまま「友達」を作れるってそんなにすばらしいことなのかと思

う。

もちろん時には自分の感情を隠さなきゃいけないときだってある。

だけどいつも自分を隠して「違う自分」を作っていたら疲れてしまう。

全ての人から好かれようとしなくていい、それはツライから嘘の自分で友達作らなく

ていい。

あせらず頑張りすぎずやっていこうよ。人間関係で大切なことは、嘘の自分で「どれ

だけ多くの人間から好かれるか 「どれだけたくさんの友達を作れるか」じゃなくて、」

本当の自分で「強い絆でつながれた友達を作れるか」なんだ。

佐久間 庸

初恋は一歳の頃、よく遊んでいたゆいちゃん。

他にもいろんな過去を思う。

１９８１年、のぞみの家に一緒に入った船津育子

、 。さんは 熱い風呂で逆さに頭から落ちて亡くなった

友達いたから３０年まえ、あの頃僕はもてた。望

月恵美さんは学年の送り迎え。

浅井さん。坂入さん（目が見えない 。）

沢山の好きな人がいた。

校庭ランニング。一緒に横になってストレッチ。

紫色のトレーニングウェアパンツ。

。 。 。沢山ともだち ついに卒業 校歌に楽しい思い出

、 。車イス乗っていた 小林ゆうこさんと手を繋いだ

石井さんも僕の恋人。

松本 恵司

⑤ ひとりぼっちの障害者をなくそう！

１９９５年８月１０日第三種郵便物認可（毎週一回水曜発行）

２００７年６月３日発行ＳＳＫＳ増刊通巻第３９２４号 風の子便り



B
O
O
K

び
っ
く
り
ス
ケ
ッ
チ

一
週
間
に
四
回
、
風
の
子
に
通
っ
て
い
る
私

は
送
迎
車
の
中
か
ら
、
小
さ
な
季
節
の
変
化

を
、
周
り
に
咲
く
花
で
知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

確
か
木
蓮
で
始
ま
り
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
で
一
年

が
過
ぎ
去
り
ま
す
。
木
蓮
は
幼
稚
園
の
庭
に

咲
き
、
芝
公
園
の
紅
梅
、
白
梅
と
続
き
、
青
山

墓
地
の
桃
の
花
、
そ
し
て
、
染
井
吉
野
と
続
き
、

外
苑
通
り
の
中
央
分
離
帯
に
は
、
黄
色
の
タ
ン

ポ
ポ
が
真
っ
盛
り
、
こ
の
間
、
信
号
で
止
ま
っ

た
と
き
に
、
中
央
分
離
帯
に
、
オ
レ
ン
ジ
色

の
丸
い
、
た
ぶ
ん
？
ポ
ピ
ー
だ
と
思
い
ま
す

が
、
風
に
揺
れ
て
い
ま
し
た
。
青
山
墓
地
の
四

つ
角
に
は
、
八
重
桜
の
木
が
四
本
あ
っ
た
の

で
す
が
、
今
は
あ
る
の
か
？
無
い
の
か
？
わ

か
り
ま
せ
ん
。
八
重
桜
が
咲
き
終
わ
る
と
、

ハ
ナ
ミ
ズ
キ
の
季
節
に
な
り
ま
す
。
こ
の
間
、

お
花
が
好
き
な
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
と
話
を
し
た
の

で
す
が
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ポ
ト
マ
ッ
ク
湖
畔
に

咲
く
桜
は
日
本
か
ら
送
ら
れ
た
そ
う
で
す
が
、

そ
の
御
礼
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
贈
ら
れ
た
花
が
、

ハ
ナ
ミ
ズ
キ
だ
そ
う
で
す
。
ど
う
し
て
？

英
語
で
は
な
く
日
本
名
が
付
い
た
の
か
！

そ
の
由
来
は
知
り
ま
せ
ん
が
、
ハ
ナ
ミ
ズ
キ

な
ん
て
す
て
き
な
名
前
な
ん
で
し
ょ
う
と
思
い

ま
す
。
み
な
さ
ん
は
そ
う
思
い
ま
せ
ん
か
？

誰
か
英
語
名
を
知
っ
て
い
た
ら
教
え
て
下
さ
い
。

お
願
い
し
ま
す
。

太
田

圭
子

】

四
月
五
日
【
予
定
決
め

芝
最
後
の
予
定
を
決
め

る
。
決
ま
っ
た
後
、
芝
実

習
所
の
思
い
出
話
に
花
を

咲
か
せ
ま
し
た
。

四
月
十
一
日
【
映
画
鑑
賞
】

昭
和
三
十
年
代
の
、
映
画
の
中
か
ら
、
植
木

均
の
「
無
責
任
シ
リ
ー
ズ
」
の
中
の
一
本
を
借

り
て
み
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
、
笑
え
て
懐
か

し
く
思
い
ま
し
た
。

四
月
十
八
日
【
散
歩
】

お
台
場
の
ア
ク
ア
シ
テ
ィ
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
お

昼
は
底
の
昭
和
通
と
言
う
と
こ
ろ
で
食
べ
た
の
で
す

が
、
そ
の
町
並
み
は
昭
和
の
初
期
の
お
店
を
思
わ
せ

る
も
の
が
あ
っ
て
と
て
も
懐
か
し
く
思
い
ま
し
た
。

⑥ひとりぼっちの障害者をなくそう！

１９９５年８月１０日第三種郵便物認可（毎週一回水曜発行）

２００７年６月３日発行ＳＳＫＳ増刊通巻第３９２４号 風の子便り

学
習
会報

告

芝 編

お
台
場
で買

い
物
中
～
(*^_^*)

３人でハイチーズ！！



四
月
四
日

【
音
楽
鑑
賞
＆

カ
ラ
ー
セ
ラ
ピ
ス
ト
】

前
半
の
学
習
会
は
、
皆
で

持
ち
合
っ
た
Ｃ
Ｄ
を
聞
き
ま

し
た
。
今
は
解
散
し
て
い
る

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
の
曲
や
、
オ
ル

ゴ
ー
ル
の
曲
な
ど
を
聴
き
ま

し
た
。
後
半
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
さ
ん
の
島
田
尚
子
さ
ん

が
約
十
五
年
ぶ
り
に
高
浜
に

来
て
い
た
だ
き
、
カ
ラ
ー
セ

ラ
ピ
ス
ト
に
つ
て
勉
強
を
し

ま
し
た
。
占
い
の
よ
う
な
感

じ
で
、
一
人
一
人
が
ビ
ン
に

入
っ
た
色
を
四
つ
選
び
、
島

田
さ
ん
が
鑑
定
を
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。
そ
の
鑑
定
結
果

を
知
っ
た
皆
は
、
驚
き
と
感

動
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

四
月
十
一
日
【テ
ー
ブ
ル
ゲ
ー
ム
】

前
半
と
後
半
の
二
時
間
を
使
い
、
テ
ー
ブ
ル
ゲ
ー

ム
を
行
い
ま
し
た
。
二
つ
の
班
に
分
か
れ
て
、
ト
ラ

ン
プ
を
使
っ
て
遊
び
ま
し
た
。
一
班
は
「
ブ
ラ
ッ
ク

ジ
ャ
ッ
ク
」
を
や
り
ま
し
た
。
永
澤
さ
ん
が
親
と
な

り
、
そ
の
他
の
人
は
パ
ネ
リ
ス
ト
に
な
っ
て
ゲ
ー
ム

を
行
い
ま
し
た
。
現
金
の
代
わ
り
に
、
皆
で
前
に
折

り
紙
で
作
っ
た
鶴
を
利
用
を
し
ま
し
た
。
永
澤
さ
ん

は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
ギ
ャ
ン
ブ
ル
好
き
で
、
ト
ラ

、

、

ン
プ
ゲ
ー
ム
で
は

い
つ
も
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
強
く
て

。

、

今
回
も
僕
た
ち
パ
ネ
リ
ス
ト
情
け
で
し
た

で
す
が

最
後
の
方
で
Ａ
さ
ん
と
Ｎ
さ
ん
が
追
い
上
げ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
今
度
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
を
行
う
と
き

は
、
永
澤
さ
ん
を
倒
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
も
う
一

班
は
田
村
さ
ん
が
サ
イ
ト
か
ら
情
報
を
得
た
ト
ラ
ン

プ
の
ゲ
ー
ム
「
カ
ル
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
マ
ジ
ッ
ク
」

を
や
り
ま
し
た
。
そ
の
名
の
通
り
、
ト
ラ
ン
プ
の
数

を
使
っ
て
計
算
す
る
ゲ
ー
ム
で
す
。
天
海
さ
ん
と
田

村
さ
ん
・
そ
し
て
岡
本
さ
ん
と
矢
代
さ
ん
が
入
れ
替

わ
り
で
対
戦
し
ま
し
た
。
予
想
通
り
、
矢
代
さ
ん
が

バ
カ
勝
ち
し
ま
し
た
。

四
月
十
八
日
【
お
出
か
け
】

こ
の
日
の
学
習
会
は
、
予
定
で
は
、
国
語
の
勉
強
と

風
の
子
笑
点
を
行
わ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
休
む
人

た
ち
が
多
く
、
予
定
を
急
遽
変
更
を
し
て
『
し
な
が

わ
水
族
館
』
に
雨
の
中
キ
ャ
ブ
乗
り
込
ん
で
行
っ
て

来
ま
し
た
。
海
中
ト
ン
ネ
ル
を
頭
っ
て
真
上
に
魚
た

ち
が
通
り
す
ぎ
る
の
を
体
験
し
た
り
、
ペ
ン
ギ
ン
と

一
緒
に
写
真
を
移
し
た
り
し
ま
し
た
。
約
半
日
で
し

た
が
、
天
候
が
不
順
だ
っ
た
け
ど
皆
楽
し
め
て
良
か

っ
た
で
す
。
今
度
は
、
全
員
で
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

田
中

聡

こ
れ
か
ら
の
学
習
会
は
高
浜
実
習
所
と

港
南
実
習
所
合
同
と
な
り
ま
す
の
で
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

四
月
二
十
五
日
【
予
定
決
め
】

高
浜
と
港
南
に
引
っ
越
し
て
か
ら
の
、

最
初
の
予
定
決
め
で
し
た
。
人
が
増

え
る
と
い
ろ
ん
な
案
が
出
て
楽
し
か

っ
た
で
す
。
今

後
の
予
定
に

乞
う

せ

ご
期
待
！

ら
知

お

⑦ ひとりぼっちの障害者をなくそう！

１９９５年８月１０日第三種郵便物認可（毎週一回水曜発行）

２００７年６月３日発行ＳＳＫＳ増刊通巻第３９２４号 風の子便り

高 浜 編

オ
ー
ラ
ソ
ー
マ
は
、
カ
ラ
ー
セ
ラ
ピ
ー
の
一

種

で
、
占
い
や
心
理
テ
ス
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
オ

ー
ラ
ソ
ー
マ
は
あ
な
た
自
身
の
本
当
の
姿
を
見
つ

。

、

、

け
る
旅
な
の
で
す

あ
な
た
の
真
の
姿

美
し
さ

も
っ
て
生
ま
れ
た
天
分
、
人
生
の
目
的
と
チ
ャ
レ

ン
ジ･

･
･

色
と
り
ど
り
の
ボ

ト
ル
た
ち
が
や
さ
し
く
語

り
か
け
ま
す
。
ま
た
、
オ

ー
ラ
ソ
ー
マ
は
誕
生
そ
の

も
の
が
奇
跡
で
あ
り
、
今

も
な
お
進
化
し
つ
づ
け
て

い
ま
す
。

ペンギンゾーンで

あやしい３人組



芝
実
習
所
は
四
月
二
十
二
、
二
十
三
日
の
お
引
っ

越
し
を
経
て
港
南
実

習
所
へ
と
移
り
変
わ
り
ま
す
。
約
五
年
半
の
芝
で
の
活
動
で
し
た
が
、
職

員
も
メ
ン
バ
ー
も
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
に
思
い
出
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
僕

は
平
成
十
五
年
の
初
め
か
ら
風
の
子
に
参
加
し
た
の
で
、
僕
の
と
っ
て
の

風
の
子
と
い
え
ば
そ
れ
は
つ
ま
り
芝
実
習
所
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
年
々
メ
ン
バ
ー
は
減
っ
て
い
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
明
る
く

楽
し
く
和
気
あ
い
あ
い
と
や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
新
し
く
移
る
実

習
所
で
も
、
今
ま
で
経
験
し
て
き
た
こ
と
を
活
か
せ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
野
塚

航

芝

編

今
工
房
に
内
職
依
頼
が
多
く
来
て
い
る
の
で
、
大
変
嬉
し
い
こ
と
で

す
。和

紙
ハ
ガ
キ
の
色
を
白
か
ら
変
え
、
色
々
な
色
で
作
っ
て
い
る
最
中

。

、

。

で
す

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
が

期
待
し
て
い
て
下
さ
い

和
紙
し
お
り
な
ど
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
も
増
や
し
て
い
く
つ
も
り
で
い
ま

す
。そ

し
て
四
月
二
十
二
・

二
十
三
日
に
行
わ
れ
る
引
っ
越
し
の
準
備
の

た
め
に
、
整
理
整
頓
や
大
掃
除
に
追
わ
れ
て
い
る
日
々
で
す
。

田
村

亮
彦

高

浜

編

⑧ひとりぼっちの障害者をなくそう！

１９９５年８月１０日第三種郵便物認可（毎週一回水曜発行）

２００７年６月３日発行ＳＳＫＳ増刊通巻第３９２４号 風の子便り

実 習 所 報 告実 習 所 報 告



風
工
房
か
ら
の
お
得
な
お
知
ら
せ
で
す
。

現
在
、
新
茶
入
荷
中
で
す
。
在
庫
限
り
と
な

り
ま
す
の
で
お
買
い
求
め
は
お
早
め
に
。

か
わ
い
い
ビ
ー
ズ
ス
ト
ラ
ッ
プ
も
好

ま
た
、

で
す
。

評
販
売
中

風
の
子
商
品
は
港
区
役
所
内
の
福
祉
売
店

は
「

な
み
ず
き

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
大
井
町
店

テ

」
、

「

ル
ベ

、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
一
階
で
取
り
扱
っ

」

て
い
ま
す
。

直
接
、
風
の
子
会
で
も
お
買
い
求
め
い
た
だ

け
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

⑨ ひとりぼっちの障害者をなくそう！

１９９５年８月１０日第三種郵便物認可（毎週一回水曜発行）

２００７年６月３日発行ＳＳＫＳ増刊通巻第３９２４号 風の子便り

風の子会では現在、ボランティアさんを募集して

います。主な活動は作業所内で、工房は内職や自主

製品として和紙やカゴやストラップ、メモ帳作りを

しています。企画は風の子会の会報や名刺作りなど

をしています。また、様々な行事（区民まつり、夏

、 、 、 ）祭り ヒューマンプラザまつり 外に出よう 旅行

やレクリエーションを行っています。

普段の作業や移動、トイレや食事などの介助や、

レクリエーションでの介助に興味がある方は是非お

気軽にご連絡ください。お待ちしています!

ボランティア募集中！

工
房
よ
り
お
知
ら
せ

バザー品募集中止のお知らせ

いつも当会の活動にご理解・ご協力ありがとうございます。皆様から寄贈し

ていただいているバザー品、古本等ですが、芝実習所移転に伴い、店頭販売が行

えなくなりました。そのため、現在は在庫整理を行っておりますので受付を中止して

おります。

また募集の再開となりましたら、会報誌上等においてお知らせします。

ご了承のほど、よろしくお願いいたします。



賛助会のご報告とお礼

⑩ひとりぼっちの障害者をなくそう！

１９９５年８月１０日第三種郵便物認可（毎週一回水曜発行）

２００７年６月３日発行ＳＳＫＳ増刊通巻第３９２４号 風の子便り

日頃、風の子会の活動にご理解、ご支援をいただきありがとうございます。

おかげさまで今年も多くの方々に賛助会にご加入いただきました。皆様の暖かい

ご支援に対し、厚くお礼申し上げます。

賛助会の基金は、本来は長期の計画や、大きな額の資産となるものの購入などに

充てるために積み立てるべきものですが、運営財政状況が逼迫しておりますので、

昨年度も通常運営費に繰り入れさせていただきました。ここにご報告をさせてい

ただくとともにお礼申し上げます。

賛助会員の方々は次の通りです。充分注意してはおりますが、万一誤りや、漏れがございましたら深くお詫び

申し上げますとともに、ご連絡下さいますようお願い申し上げます。ありがとうございました。

賛助会員ご芳名（平成 年３月３１日 現在）５０音順1９

相蘇正義様、天海功二様、雨宮蓉子様、飯尾直美様、飯田 子様、伊藤隆夫様、伊藤めぐみ様、キエ

伊藤洋一郎様、伊野秀信様、猪股美津子様、岩田徳五郎様、植田恵美子様、内田茂様、大久保政子様、

大野誠様、岡竹徹様、岡本和子様、小倉英克様、小野由紀子様、小野田和子様、小野塚智香子様、

楓婦人会会長春名千代美様、亀田いづみ様、木内浩様、木田節子様、北原明美様、日下部光男様、

国枝三代子様、黒澤フミ様、河野裕様、光悠綜合ｻｰﾋﾞｽ様、小久保薫様、小黒栄信様、

昆咲子様、正治郎様、近藤綾子様、佐久間健様、佐野一衛様、塩崎良子様、島田尚子様、

末吉ミヨ子様、諏訪敏子様、薛永日様、薛陳月美様、仙頭邦子様、染谷寿美恵様、反町美佐子様、

高野定雄様、カネ様、高橋悠子様、田中マサ子様、田中紀義様、千葉愛子様、司城多喜子様、

司城不二様、辻村恒様、綱島辰也様、中井英代様、長坂富紗子様、長野松男様、中村恭子様、

中山信孝様、長谷川誠様、波多野順治様、栄子様、羽鳥貞子様、原澤芳子様、原田洋子様、太郎様、

福島照行様、佐知子様、船津達郎様、松沢廣司様、昱世様、吉招様、松本成子様、松本トミ子様、

松本浩美様、みづえ様、真鍋貞子様、真部ワカ子様、丸毛波津様、三木順子様、三木義人様、

右田美智子様、三縞望様、宮崎一二様、武藤金一様、武藤正勝様、森美代子様、森部様、

諸角始子様、山形和子様、山岸久雄様、山崎和義様、山崎真理子様、山本喜美枝様、山本セツ子様、

山本晴雄様、湯川揚子様、吉水和男様、吉本道子様、和田省三様、渡辺吉之助様、渡部一元様、

以上 １０５名様

匿名の方 ５名様。合わせて １１０名様

合計 １１８万５千円

平成１９年５月

風の子会会長 花田政國
（担当職員 矢代奈津三 ０３－３４７４－９６７４）



寄
付
の
お
礼

（
四
月
一
日
～
四
月
二
十
日
）

賛
助
会
に
ご
賛
同
下
さ
っ
た
方

真
鍋
貞
子
様

御
寄
付
を
下
さ
っ
た
方

島
村
享
延
様

薛
美
莎
様
・
美
莉
様
・
芬
芳
様

薛
永
日
様

薛
陳
月
美
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

夕会だより
今月（４月）の夕会は、行われま

せんでした。

⑪ ひとりぼっちの障害者をなくそう！

１９９５年８月１０日第三種郵便物認可（毎週一回水曜発行）

２００７年６月３日発行ＳＳＫＳ増刊通巻第３９２４号 風の子便り

４月２２日・２３日（日・月） 芝の移転準備

２８日 （土） 外に出よう会議

５月２０日 （日） 外に出よう当日

２１日 （日） 振替休日

６月 ９日 （土） 総会

～会報置き場を探しています～

当会の活動をより多くの人に知ってもらうため、会報誌「風の子便り」の置き場を探

しています。お店等で置いても良いという方がいらっしゃいましたら、御一報ください。

年１０回、直接、または郵送で希望部数を送らせていただきます。

詳細はお問い合わせ下さい。よろしくお願いします。



近
頃
は
、
憲
法

改
正
の
論
議
で
賑

や
か
で
あ
る
が
、

憲
法
改
正
は
今
始

ま
っ
た
こ
と
で
は

な
い
、
今
の
憲
法

が
発
布
さ
れ
た
時

か
ら
既
に
改
正
が

叫
ば
れ
て
い
た
。

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の

顔
色
を
伺
い
な
が

ら
作
っ
た
憲
法
な

ん
か
改
正
し
て
、

本
当
の
自
主
憲
法

を
作
れ
と
の
常
識

の

あ
る
民
の

声

が
、
こ
れ
ま
で
歴
代
内
閣
は
、
余
り
憲
法
改
正
に
は
、

触
れ
る
こ
と
を
し
な
か
た
。
特
に
第
九
条
に
は
、
触
れ

。

、

、

る
こ
と
は
タ
ブ
ー
で
あ
っ
た

だ
が

こ
こ
六
七
年
来

日
本
を
取
り
巻
く
情
勢
は
厳
し
く
な
り
、
イ
ラ
ク
戦
争

が
始
ま
り
、
小
泉
首
相
の
決
断
で
、
陸
海
空
の
自
衛
隊

が
派
遣
を
し
た
が
、
こ
れ
は
、
憲
法
第
九
条
に
違
憲
か

、

、

、

合
憲
か
解
ら
な
い
が

私
の
思
う
に
は

今
の
憲
法
は

確
か
に
良
く
で
き
て
い
る
と
思
う
。
し
か
し
、
今
日
の

世
界
情
勢
か
ら
見
る
と
、
百
年
以
上
早
す
ぎ
た
と
思
っ

て
い
る
。
世
界
中
の
人
達
が
戦
争
を
、
愚
か
な
行
為
と

世
界
の
全
て
の
国
々
が
、
戦
争
放
棄
し
、
一

切
の
軍
備

を
撤
廃
を
、
国
連
安
保
理
の
総
会
の
場
で
宣
言
を
す
る

日
ま
で
は
、
あ
と
百
年
は
か
か
る
と
思
う
の
で
、
そ
れ

ま
で
の
間
、
日
本
国
憲
法
第
九
条
を
改
正
し
て
、
国
防

軍
を
作
り
我
が
国
の
安
全
を
守
れ
ば
良
い
と
思
う
。
私

は
そ
う
願
っ
て
い
る
。

和
栗

顕
太
郎

思
い
も
つ
か
ぬ
事
態
を
乗
り
越
え
て
み
ん
な
生
き
て

い
る

「
波
乱
万
丈
の
人
生
」
と
限
ら
れ
た
人
だ
け
に

。

使
わ
れ
が
ち
だ
が
、
み
ん
な
、
平
凡
で
は
な
く
て
、
何

か
し
ら
、
苦
難
を
も
っ
て
生
き
て
い
る
と
思
う
。
そ
れ

を
乗
り
越
え
る
か
、
逃
げ
よ
う
と
す
る
か
で
、
そ
の
人

の
人
生
観
が
変
わ
る
。
も
っ
と
言
え
ば
、
死
ぬ
五
分
前

に
正
解
が
出
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
る
。
人
が
限
界
を

感
じ
、
絶
望
で
立
ち
止
ま
っ
た
時
、
自
ら
の
手
で
、
成

長
を
止
め
て
、
い
や
な
こ
と
、
苦
し
い
こ
と
か
ら
、
逃

げ
よ
う
と
す
る

「
兆
し
」
と
い
う
語
に

「
し
ん
に
ょ

。

、

う
」
を
つ
け
て
、
逃
げ
る
の
か

「
て
へ
ん
」
を
つ
け

、

、

、

、

。

て
挑
む
の
か

心
の
持
ち
よ
う
で

人
生
は

変
わ
る

「
兆
し
」
に
つ
い
て
は
新
聞
の
社
説
を
読
ん
で
「
な
る

ほ
ど
ね
！
」
と
感
動
し
た
の

。

、

で
引
用
し
た

そ
し
て
私
は

今

「
困
難
な
時
こ
そ
、
人
生

、

、

」

の
中
で

一
番
の
チ
ャ
ン
ス

の
時
だ
と
思
っ
て
い
る
。

吉
田

久
代

最
近
は
何
故
歌
番
組
が
減
っ
て
き
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
？
僕
は
以
前
か
ら
ず
っ
と
歌
番
組
は
好
き
で
よ
く

見
て
い
た
の
で
す
が
、
今
は
全
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど

音
楽
番
組
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昔
み
た
い
に
歌
の
ラ
ン
キ

ン
グ
形
式
の
番
組
が
見
た
い
で
す
。
何
故
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
、
注
目
を
あ
び
る
の
は
、
演
歌
や
民
謡
、
童
謡
だ

け
な
の
で
し
ょ
う
か
？

も
っ
と
若
い
人
む
け
の
歌
を
や
っ
て

欲
し
い
の
は
僕
だ
け
で
し
ょ
う
か
？

も
っ
と
若
い
人
む
け
の
歌
番
組
を

や
っ
て
放
送
し
て
ほ
し
い
で
す
。

天
海

隆
一

１９９５年８月１０日第三種郵便物認可（毎週一回水曜発行）

２００７年６月３日発行ＳＳＫＳ増刊通巻第３９２４号 風の子便り

ひとりぼっちの障害者をなくそう
特定非営利活動法人･風の子会
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